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展
示
記
録
　

郁
達
夫
八
高
入
学
百
周
年
記
念
展
示
会

高
　
　

文
　

軍
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は
じ
め
に

一
　

展
示
に
あ
た
っ
て

二
　

展
示
内
容

　
　

（
一
）
バ
ナ
ー
と
パ
ネ
ル

　
　

（
二
）
展
示
ケ
ー
ス
（
1
）
郁
達
夫
の
名
古
屋
に
お
け
る
文
学
活
動

　
　
　
　

1
、
小
説
「
沈
淪
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　

2
、
文
学
人
生
の
序
章

　
　
　
　

3
、
服
部
擔
風
と
の
交
流

　
　

（
三
）
展
示
ケ
ー
ス
（
2
）
書
籍

　
　
　
　

1
、
郁
達
夫
の
著
作
、
そ
の
他

　
　
　
　

2
、
郁
達
夫
に
関
す
る
研
究
書

　
　
　
　

3
、
八
高
、
そ
の
ほ
か
関
連
資
料

　
　

（
四
）
フ
ァ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

1
、『
新
愛
知
』
新
聞

　
　
　
　

2
、『
文
字
禅
』

　
　
　
　

3
、
郁
達
夫
関
連
す
る
新
聞
記
事

　
　

（
五
）
そ
の
他

　
　
　
　

1
、「
郁
達
夫
早
期
文
学
略
表
」
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2
、
郁
達
夫
漢
詩
　

書

　
　
　
　

3
、
郁
達
夫
八
高
卒
業
証
書

　
　
　
　

4
、
映
像
コ
ー
ナ
ー

む
す
び
に
か
え
て
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、「
郁
達
夫
八
高
入
学
百
周
年
記
念
展
示
会
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

「
郁
達
夫
八
高
入
学
百
周
年
記
念
展
示
会
」（
以
下
「
本
展
示
会
」
と
略
）
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
九
月
二
六
日
（
土
）
か

ら
同
年
十
月
九
日
（
金
）
を
会
期
に
、
名
古
屋
大
学
中
央
図
書
館
2
階
ビ
ブ
リ
オ
サ
ロ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
（
展
示
時
間
は
、
九

時
～
二
十
時
、
休
館
日
な
し
）。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
文
学
研
究
室
と
高
文
軍
（
桜
花
学
園
大
学
教
授
）
と
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
展
示
会
実
施
に
当
た
り
、
学
芸
員
と
上
級
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
資
格
所
有
者
王
莉
莉
氏
が
存
分
に
本
領
発
揮
し
、
展
示
物
作

り
の
主
役
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
文
学
研
究
室
佐
野
誠
子
氏
、
大

島
絵
莉
香
氏
、
長
谷
川
浩
平
氏
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
堀
田
慎
一
郎
氏
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
、
名
古
屋

大
学
教
育
発
達
科
学
図
書
室
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
、
愛
知
県
立
中
村
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
郁
敦
子
氏
、
南
山
大
学
ア
ジ
ア
太

平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
長
蔡
毅
氏
、
手
島
伸
子
氏
の
各
者
に
謝
意
を
表
す
る
。

一
　

展
示
に
あ
た
っ
て

　

本
年
は
、
中
国
人
作
家
郁
達
夫
が
、
名
古
屋
大
学
旧
教
養
部
の
前
身
で
あ
る
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
八
高
）
に
入
学
し
て
百
周
年
に
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あ
た
る
年
で
あ
る
。
今
回
は
こ
れ
を
記
念
し
、
郁
逹
夫
が
名
古
屋
周
辺
で
た
ど
っ
た
足
跡
に
焦
点
を
当
て
て
振
り
返
る
こ
と
と
し
た
。

　

郁
達
夫
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
魯
迅
や
郭
沫
若
と
同
じ
よ
う
に
日
本
に
留
学
し
た
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
秋
、
八
高

の
三
部
（
医
科
）
に
入
学
、
翌
年
一
部
（
文
科
）
に
転
じ
、
一
九
一
九
年
夏
ま
で
の
約
四
年
間
を
名
古
屋
の
地
で
過
ご
し
た
。
後
ほ
ど
、

東
京
帝
国
大
学
在
学
中
、
留
学
生
仲
間
の
郭
沫
若
、
張
資
平
、
成

吾
た
ち
と
文
藝
雑
誌
発
行
の
計
画
を
進
め
、
当
時
中
国
新
文
壇
に

お
け
る
大
き
な
文
学
結
社
―
「
創
造
社
」
の
創
立
と
な
り
、
出
世
作
『
沈
淪
』
が
生
ま
れ
た
。

　

自
分
の
留
学
経
験
を
元
に
書
か
れ
た
小
説
「
沈
淪
」
は
、大
正
初
期
の
名
古
屋
（「
N
市
」）
を
舞
台
に
、異
郷
に
学
ぶ
孤
独
な
高
校
生
の
、

満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
愛
の
渇
き
と
母
国
の
民
族
的
な
屈
辱
感
を
重
ね
て
、
大
胆
率
直
な
自
己
暴
露
と
、
赤
裸
々
な
性
欲
描
写
と
が

不
道
徳
だ
と
当
初
激
し
く
非
難
を
浴
び
な
が
ら
も
、中
国
文
壇
に
新
鮮
な
刺
激
を
与
え
た
。
他
の
二
篇
を
含
ん
だ
短
編
小
説
集
『
沈
淪
』

（
一
九
二
一
年
、上
海
泰
東
書
局
）
は
、魯
迅
の
小
説
集
『
吶
喊
』（
一
九
二
三
年
）
よ
り
一
足
早
く
、中
国
新
文
壇
初
の
小
説
集
と
な
っ
た
。

帰
国
後
、
職
を
転
じ
な
が
ら
、
精
力
的
に
文
学
活
動
を
続
き
、「
春
風
沈
醉
の
夜
」、「
さ
さ
や
か
な
供
え
物
」、「
蔦
蘿
行
」、「
過
去
」、「
遅

咲
の
木
犀
」、「
わ
が
夢
わ
が
青
春
」
な
ど
の
傑
作
を
次
々
と
世
に
出
し
、
中
国
新
文
壇
に
不
動
の
地
位
を
築
き
上
げ
た
。
中
国
の
み
な

ら
ず
、
日
本
も
含
め
て
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
戦
前
か
ら
、
小
田
嶽
夫
等
に
よ
り
そ
の
作
品
を
翻
訳
さ
れ
（
小
田
嶽

夫
訳
『
過
去
』
春
陽
堂
一
九
三
二
年
十
一
月
、
等
々
）
日
本
で
も
愛
読
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
九
八
年
、
八
高
創
立
九
十
年
を
記
念
し
て
八
高
会
に
よ
り
郁
達
夫
を
顕
彰
す
る
た
め
、
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
の

文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
郁
達
夫
の
八
高
時
代
四
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
主
催
者
の
高
文
軍
は

日
本
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
独
自
の
調
査
に
よ
っ
て
収
集
し
た
資
料
、
写
真
な
ど
を
厳
選
し
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中

国
文
学
研
究
室
と
共
同
で
こ
の
記
念
展
示
会
を
企
画
し
た
。
ま
た
名
古
屋
大
学
教
育
発
達
科
学
図
書
室
と
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
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学
部
分
館
の
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
も
展
示
さ
れ
た
。

　

百
年
前
、
若
き
異
国
の
留
学
生
は
名
古
屋
の
地
で
、
何
を
感
じ
、
何
を
書
き
残
し
、
ど
の
よ
う
な
青
春
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
。
名
古

屋
大
学
の
学
生
を
含
み
、
地
元
名
古
屋
、
ひ
い
て
は
中
部
地
区
の
人
々
に
、
本
展
示
会
を
き
っ
か
け
に
も
っ
と
知
っ
て
頂
く
こ
と
は
主

催
者
の
懇
願
で
あ
る
。

二
　

展
示
内
容

（
一
）
バ
ナ
ー
と
パ
ネ
ル

バ
ナ
ー
　

郁
達
夫
八
高
入
学
百
周
年
記
念
展

　

百
年
前
の
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
九
月
、
一
人
の
中
国
人
の
若
者
が
名
古
屋
の
地
に
や
っ
て
来
た
。
名
は
郁
文
、
字
は
達
夫
。
旧

制
第
八
高
等
学
校
大
学
予
科
第
三
部
（
医
科
）
に
入
学
し
て
、
翌
五
年
九
月
、
第
一
部
丙
類
（
文
科
）
に
転
じ
、
合
せ
て
四
年
間
を
名

古
屋
で
学
生
生
活
を
送
っ
た
。
彼
は
何
を
経
験
し
、
何
を
残
し
た
の
か
。
彼
の
輝
か
し
い
青
春
の
足
跡
を
こ
こ
に
た
ど
る
。

パ
ネ
ル
展
示
　

郁
達
夫
と
名
古
屋

　

郁
達
夫
の
小
説
「
沈
淪
」（
文
中
に
お
け
る
「
N
市
」）
と
名
古
屋
の
関
係
に
つ
い
て
、
終
戦
後
か
ら
日
本
人
文
学
者
に
よ
り
指
摘
さ

れ
た
。
し
か
し
、
自
伝
的
小
説
と
さ
れ
る
が
故
に
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
「
彼
」
イ
コ
ー
ル
作
者
郁
達
夫
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
郁
逹
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夫
の
本
当
の
姿
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
八
高
在
学
中
、
彼
は
積
極
的
に
出
か
け
、
最
初
は
名
古
屋
周
辺
を
中

心
に
、
し
だ
い
に
関
西
や
関
東
方
面
ま
で
足
を
延
ば
し
、
一
外
国
人
の
目
で
、
日
本
の
自
然
景
観
の
美
し
さ
を
発
見
し
、
日
本
文
化
の

奥
義
を
心
得
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
漢
詩
の
形
で
表
現
し
公
の
場
に
発
表
し
た
。
つ
ま
り
郁
逹
夫
の
文
学
者
の
歩
み
は
、
こ
の
名
古
屋
の

地
で
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

そ
れ
と
同
時
に
漢
詩
を
通
し
て
、
留
学
生
と
し
て
は
珍
し
く
日
本
文
人
と
の
交
流
も
行
わ
れ
、
特
に
弥
富
在
住
の
漢
詩
人
服
部
擔
風

と
の
心
の
通
じ
合
っ
た
漢
詩
唱
和
、
や
り
と
り
は
、
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
。

　

入
学
百
周
年
記
念
を
き
っ
か
け
に
、
小
説
「
沈
淪
」
の
中
の
「
彼
」
で
は
な
く
、
郁
達
夫
の
八
高
時
代
に
改
め
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
こ
と
は
、
彼
の
内
面
的
な
成
長
ぶ
り
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
日
中
文
化
交
流
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
書
き
加
え
る
価
値
の
あ

る
試
み
で
も
あ
る
。

（
二
）
展
示
ケ
ー
ス
（
1
）
郁
達
夫
の
名
古
屋
に
お
け
る
文
学
活
動

1
　

小
説
「
沈
淪
」
を
め
ぐ
っ
て

　

郁
達
夫
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
一
九
四
〇
年
に
岡
崎
俊
夫
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
て
出
版
さ
れ
、
日
本
人
読
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

が
、
時
が
過
ぎ
去
る
に
つ
れ
、
新
た
な
出
版
も
な
く
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
名
古
屋
の
地
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
も
う
一
度

甦
ら
せ
る
た
め
に
、
本
展
示
会
で
は
、
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
を
充
分
に
勘
案
し
た
う
え
で
、「
沈
淪
」
か
ら
抜
粋
し
た
文
章
に
、
当
時
の

名
古
屋
の
写
真
資
料
な
ど
を
添
え
て
紹
介
し
た
。
百
年
前
の
町
の
様
子
を
見
る
こ
と
に
よ
り
小
説
に
描
か
れ
た
一
人
の
留
学
生
の
様
々
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な
体
験
や
心
情
に
思
い
を
は
せ
、
い
っ
そ
う
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
主
催
者
が
期
待
し
て
い
る
。

2
　

文
学
人
生
の
序
章

　

八
高
に
入
学
し
て
間
も
な
い
時
か
ら
、
郁
達
夫
は
既
に
筆
を
取
っ
て
、
漢
詩
を
創
り
始
め
た
。
一
番
早
い
も
の
は
、
入
学
当
月
に
書

い
た
「
中
秋
夜
中
村
公
園
賞
月
兼
弔
豊
臣
氏
」（
大
正
四
年
九
月
二
十
三
日
）
は
、
一
九
一
五
年
十
月
七
日
の
上
海
『
神
州
日
報
』
に

掲
載
さ
れ
た
あ
と
、
八
高
の
『
校
友
会
雑
誌
』
第
十
六
号
（
大
正
四
年
十
一
月
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
積
極
的
に
犬
山

を
は
じ
め
名
古
屋
周
辺
各
地
へ
出
か
け
、
自
然
景
観
の
美
し
さ
を
漢
詩
に
詠
み
込
ん
で
、
地
方
新
聞
『
新
愛
知
』
に
も
投
稿
し
始
め
た
。

彼
の
文
学
的
な
人
生
は
、
こ
の
名
古
屋
の
地
で
始
ま
っ
て
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
関
し
、
知
っ
て
い
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
な
よ
う
だ
。
今
回
は
郁
達
夫
の
漢
詩
と
、
昔
の
資
料

写
真
と
現
地
調
査
で
撮
っ
た
写
真
を
合
わ
せ
て
展
示
し
、
漢
詩
に
あ
ま
り
縁
の
な
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
時
の
塵
に
埋
も
れ
て
い

る
事
実
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
よ
う
と
試
み
た
。

3
　

服
部
擔
風
と
の
交
流

　

愛
知
の
地
で
名
高
い
漢
詩
文
学
者
服
部
擔
風
は
、
当
時
『
新
愛
知
』
漢
詩
欄
の
選
評
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
郁
達
夫
の
投
稿
詩
に
つ

い
て
高
く
評
価
し
た
。
一
九
一
六
年
暮
春
、
二
十
歳
に
満
た
な
い
八
高
生
の
郁
達
夫
は
、
当
時
弥
富
町
に
あ
る
服
部
擔
風
宅
を
訪
ね
、

初
め
て
擔
風
先
生
に
面
会
し
た
。
帰
り
に
、
人
力
車
に
乗
る
郁
逹
夫
を
年
長
者
で
あ
る
擔
風
先
生
は
歩
い
て
弥
富
駅
ま
で
見
送
り
、
感
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銘
を
受
け
た
郁
達
夫
が
、「
訪
擔
風
先
生
道
上
偶
成
」
の
詩
を
書
き
、
擔
風
先
生
は
「
次
韻
詩
」
を
以
て
評
語
と
し
た
。
そ
の
後
、
漢

詩
を
通
じ
て
二
人
は
深
く
親
交
を
結
ん
だ
。

　

こ
の
部
分
の
内
容
は
、
服
部
擔
風
先
生
の
写
真
や
、
嘗
て
服
部
擔
風
宅
に
あ
っ
た
「
藍
亭
」
と
擔
風
手
書
き
の
「
藍
亭
」
額
の
写
真
、

現
在
弥
富
市
に
あ
る
「
擔
風
筆
塚
」、
地
元
の
漢
詩
愛
好
者
達
が
建
て
た
郁
達
夫
詩
碑
の
写
真
な
ど
と
共
に
、
郁
達
夫
と
服
部
擔
風
の

漢
詩
唱
和
の
作
品
を
紹
介
し
、
日
本
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
、
郁
達
夫
が
八
高
を
卒
業
し
た
際
擔
風
先
生
が
描
い
た
送
別
の
梅

花
絵
と
詩
の
写
真
も
添
え
て
展
示
し
て
い
た
。

（
三
）
展
示
ケ
ー
ス
（
2
）
書
籍

1
　

郁
達
夫
の
著
作
、
そ
の
他

◎
『
沈
淪
』
岡
崎
俊
夫
訳
　

東
成
社
　

一
九
四
〇
年
『
現
代
支
那
文
學
全
集
』
第
二
巻

　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
所
蔵
。
こ
の
翻
訳
本
が
出
版
さ
れ
た
時
郁
逹
夫
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
新
聞
の
編
集
に
携

わ
っ
て
お
り
こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
佐
藤
春
夫
が
装
丁
を
し
て
お
り
出
版
ま
で
に
や
り
取
り
は
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

◎
『
現
代
中
国
文
学
6
郁
逹
夫
・
曹
禺
』
　

松
枝
茂
夫
ほ
か
編
集
　

河
出
書
房
新
社
　

一
九
七
一
年
、名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

「
沈
淪
」
を
含
む
短
編
6
編
と
日
記
9
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
を
目
前
に
中
国
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
た
時
代
の
出
版
で
あ
る
。
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◎
『
第
八
高
等
學
校
一
覧
』
第
八
年
度
　

及
び
　

第
九
年
度

　

名
古
屋
大
学
教
育
発
達
科
学
図
書
室
所
蔵
。
第
八
高
等
学
校
が
毎
年
刊
行
し
て
い
た
も
の
で
多
く
の
基
本
事
項
や
デ
ー
タ
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
学
生
名
簿
も
あ
り
、「
郁
文
」
の
名
を
確
認
で
き
る
。

◎
『
第
八
高
等
学
校
同
窓
会
名
簿
』
昭
和
五
十
八
年
度
版
　

八
高
会
　

一
九
八
三
年
五
月
発
行
。
第
九
回
（
大
正
八
年
七
月
卒
業
）

第
一
部
丙
類
　

に
「
郁
文
　

死
亡
」
と
あ
る
。

◎
『
郁
逹
夫
文
集
』
全
十
二
巻
　

三
聯
書
店
香
港
分
店
ほ
か
　

一
九
八
二
年
。
郁
逹
夫
没
後
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
全
集
。
郁
逹
夫
が

晩
年
を
過
ご
し
た
ス
マ
ト
ラ
島
で
郁
逹
夫
の
も
と
で
働
い
て
い
た
張
海
泉
氏
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。
ま
た
、
各
巻
冒
頭
に
写
真
も
か

な
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

2
　

郁
達
夫
に
関
す
る
研
究
書

◎
『
郁
達
夫
傳
　

そ
の
詩
と
愛
と
日
本
』
小
田
嶽
夫
　

中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
三
月
。
日
本
初
の
郁
達
夫
伝
記
、
平
林
た
い
子

賞
受
賞
、
郁
達
夫
へ
の
「
鎮
魂
の
書
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

◎
『
郁
達
夫
　

そ
の
青
春
と
詩
』
稲
葉
昭
二
　

東
方
書
店
　

一
九
八
二
年
四
月
。
は
じ
め
て
郁
達
夫
の
青
春
時
代
―
八
高
留
学
時
代

を
中
心
と
す
る
研
究
著
書
。「
長
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
し
た
新
資
料
を
駆
使
し
つ
つ
、彼
の
文
学
者
と
し
て
の
自
立
へ
の
あ
が
き
と
、

そ
の
屈
折
し
た
軌
跡
を
、
実
に
生
々
し
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
た
。」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

◎
『
郁
達
夫
　

悲
劇
の
時
代
作
家
』
鈴
木
正
夫
　

研
文
出
版
、
一
九
九
四
年
六
月
。
郁
達
夫
研
究
の
論
文
集

◎
『
郁
達
夫
資
料
―
作
品
目
録
・
参
考
資
料
目
録
及
び
年
譜
―
』、
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
　

第
五
輯
　

東
京
大
学
東
洋
文
化
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研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
六
九
年
十
月

◎
『
郁
達
夫
資
料
補
篇
（
上
）』
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
　

第
十
八
輯
　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン

タ
ー
、
一
九
七
三
年
三
月

◎
『
郁
達
夫
資
料
補
篇
（
下
）』
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
　

第
二
十
二
輯
　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ

ン
タ
ー
、
一
九
七
四
年
七
月

◎
『
郁
達
夫
資
料
総
目
録
附
年
譜
（
上
）』
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
　

第
五
十
七
輯
　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋

学
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
三
月

◎
『
郁
達
夫
資
料
総
目
録
附
年
譜
（
下
）』
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
　

第
五
十
九
輯
　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋

学
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
二
月

　

以
上
の
五
冊
は
、
伊
藤
虎
丸
、
稲
葉
昭
二
、
鈴
木
正
夫
三
氏
の
共
同
作
業
に
よ
る
、
日
本
代
表
的
な
郁
達
夫
資
料
集
大
成
で
、
資

料
の
豊
富
さ
と
厳
密
性
は
、
世
界
範
囲
で
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
。

◎
『
郁
達
夫
留
東
遺
芳
』
八
高
創
立
九
十
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
編

　

八
高
創
立
八
十
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版
、「
沈
淪
」
翻
訳
、
漢
詩
、
年
譜
な
ど
小
冊
子
な
が

ら
充
実
し
た
内
容
で
あ
る
。

◎
『
郁
達
夫
在
名
古
屋
』
高
文
軍
　

中
国
南
京
大
学
出
版
社
　

二
〇
一
五
年
七
月
。

　

資
料
収
集
と
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
郁
達
夫
が
名
古
屋
で
過
ご
し
た
日
々
を
追
跡
調
査
、「
沈
淪
」
の
他
、
漢
詩
や
日
記
な

ど
を
駆
使
し
、
名
古
屋
時
代
の
青
春
像
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
中
国
語
の
関
連
す
る
書
籍
あ
る
（
略
）



110

3
　

八
高
、
そ
の
ほ
か
関
連
資
料

◎
『
や
と
み
文
学
散
歩
』
弥
富
文
学
研
究
会
　

二
〇
〇
〇
年

　

弥
富
町
（
現
弥
富
市
）
の
漢
詩
・
俳
句
・
短
歌
の
愛
好
家
に
よ
り
刊
行
、
弥
富
の
漢
詩
人
服
部
擔
風
に
師
事
し
た
郁
達
夫
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

◎
『
N 

H 

K
テ
キ
ス
ト
中
国
語
講
座
』
二
〇
〇
三
年
二
月
号

　

藤
井
省
三
の
エ
ッ
セ
イ
「
二
〇
〇
〇
年
大
江
健
三
郎
の
北
京
訪
問
」
の
中
で
大
江
健
三
郎
が
母
か
ら
「
郁
達
夫
似
の
福
耳
を
持
っ

て
い
る
か
ら
大
作
家
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

◎
季
刊
『
文
科
』
紀
伊
國
屋
書
店
　

一
九
九
六
年
（
特
集
「
郁
達
夫
」）

　

特
に
N 

H 

K 

B 

S
で
放
送
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
「
郁
達
夫
　

感
情
旅
行
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
牛
山
純
一
の
文
章
が
興

味
深
い
。
ま
た
小
田
嶽
夫
訳
の
「
春
風
沈
酔
の
夜
」
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

◎
『
中
国
現
代
文
学
珠
玉
選
』
丸
山
昇
監
修
　

二
玄
社
　

二
〇
〇
〇
年

　

短
編
小
説
「
蔦
蘿
行
」
の
邦
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

◎
雑
誌
『
東
方
』
東
方
書
店
　

一
九
九
四
年
六
月
号

　

稲
葉
昭
二
「
郁
達
夫
銅
像
建
立
と
教
育
基
金
会
設
立
」

◎
『
郁
達
夫
と
大
正
文
学
』
大
東
和
重
　

東
京
大
学
出
版
会
　

二
〇
一
二
年

　

郁
達
夫
が
大
正
時
代
の
日
本
の
文
学
者
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
郁
達
夫
が
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
の
文
学
を

消
化
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
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◎
『
ス
マ
ト
ラ
の
郁
達
夫
』
鈴
木
正
夫
　

東
方
書
店
　

一
九
九
五
年

　

太
平
洋
戦
争
と
中
国
作
家
と
副
題
に
あ
る
よ
う
に
敗
戦
後
日
本
軍
に
殺
害
さ
れ
た
郁
達
夫
の
晩
年
の
生
活
と
死
の
真
相
に
つ
い
て

の
記
録
。

◎
『
寮
歌
集
』
八
高
創
立
七
十
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
　

一
九
七
八
年

　

大
正
時
代
か
ら
の
寮
歌
が
収
録
。
ま
た
寮
歌
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
興
味
深
い
。

◎
『
八
高
五
十
年
誌
』
八
高
創
立
五
十
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
　

一
九
五
八
年

　

当
時
に
寄
せ
ら
れ
た
郁
達
夫
と
同
時
代
八
高
で
青
春
を
送
っ
た
人
々
が
寄
せ
た
文
章
か
ら
当
時
の
学
生
生
活
、
名
古
屋
の
街
の
様

子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
省
略
）

（
四
）
フ
ァ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー

1
　

『
新
愛
知
』
新
聞

　

『
新
愛
知
』（
中
日
新
聞
の
前
身
）
新
聞
　

漢
詩
欄
は
当
時
弥
富
の
服
部
擔
風
が
選
者
で
あ
っ
た
。
郁
達
夫
の
漢
詩
は
頻
繁
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
紙
面
で
の
服
部
擔
風
と
の
や
り
と
り
が
郁
達
夫
の
創
作
意
欲
の
源
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
三
日
か
ら
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
十
月
十
六
日
ま
で
の
四
年
間
、
計
二
十
一
首
の
漢
詩
（
或
は

句
）
が
掲
載
さ
れ
、
展
示
会
で
そ
の
う
ち
の
十
四
点
の
コ
ピ
ー
を
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
展
示
し
た
。
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2
　

『
文
字
禅
』

　

大
正
時
代
に
、「
聲
教
社
」
に
よ
る
発
行
し
た
漢
詩
雑
誌
で
あ
る
。
郁
達
夫
の
漢
詩
は
、
そ
の
第
十
六
号
（
大
正
七
年
五
月
）、
第

二
十
号
（
大
正
七
年
九
月
）、
第
二
十
四
号
（
大
正
八
年
一
月
）、
第
二
十
五
号
（
大
正
八
年
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
コ
ピ
ー
を

展
示
し
た
。

3
　

郁
達
夫
関
連
す
る
新
聞
記
事

◎
「
郁
達
夫
と
名
古
屋
（
上
）（
下
）」
岡
崎
俊
夫
『
中
京
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
三
日
、
四
日
。

　

「
郁
達
夫
―
こ
の
名
は
日
本
人
の
あ
い
だ
で
も
か
な
り
親
し
い
名
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
「
沈
淪
」
に
つ
い
て
、「
こ
の
中
国

新
文
学
初
期
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
も
言
う
べ
き
作
品
が
名
古
屋
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
名
古
屋
の
人
に
と
っ
て
記
憶
す

べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

◎
「
名
古
屋
と
中
国
作
家
」
近
藤
春
雄
『
中
部
日
本
新
聞
』
一
九
五
〇
年
七
月
十
二
日

　

冒
頭
「
松
江
と
い
う
町
は
小
泉
八
雲
に
よ
っ
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
外
国
の
文

学
者
に
よ
り
、
名
古
屋
の
町
が
外
国
に
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
例
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
そ
れ
は
八
高
に
留
学
し

て
い
た
中
国
の
作
家
郁
達
夫
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
他
　

戦
前
か
ら
、
名
古
屋
大
学
に
郁
達
夫
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
迄
の
新
聞
記
事
や
、
弥
富
町
（
現
弥
富
市
）
に
文
学
碑
が

建
て
ら
れ
た
際
の
新
聞
記
事
　

な
ど
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あ
と
、
展
示
し
た
書
籍
の
関
連
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
と
『
八
高
五
十
年
誌
』
コ
ピ
ー
（
一
部
）

（
五
）
そ
の
他

1
　

「
郁
達
夫
早
期
文
学
略
表
」

　

作
品
の
多
い
中
国
人
作
家
郁
達
夫
に
関
す
る
研
究
著
書
や
資
料
集
は
た
く
さ
ん
出
て
い
る
が
、名
古
屋
留
学
四
年
間
を
メ
イ
ン
に「
早

期
文
学
略
表
」
を
作
る
の
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
八
高
生
の
履
歴
と
、
代
表
的
な
漢
詩
作
品
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
、
さ
ら

に
関
連
す
る
写
真
を
入
れ
、
年
表
の
形
で
そ
の
若
き
留
学
生
の
歩
み
を
表
し
て
い
る
。

2
　

郁
達
夫
漢
詩
　

書

　

本
展
示
会
に
、
郁
達
夫
の
漢
詩
作
品
の
中
か
ら
、
青
春
時
代
の
抱
負
と
、
凡
俗
で
は
な
い
自
分
の
志
や
才
能
を
持
っ
て
い
る
自
信
を

誇
っ
て
い
る
も
の
を
二
首
選
択
し
、
南
山
大
学
蔡
毅
教
授
と
日
本
人
書
家
手
島
伸
子
に
よ
る
揮
毫
し
た
も
の
を
飾
っ
て
い
た
。

3
　

郁
達
夫
八
高
卒
業
証
書

　

中
国
浙
江
省
中
国
郁
達
夫
研
究
会
よ
り
提
供
さ
れ
た
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
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4
　

映
像
コ
ー
ナ
ー

　

展
示
室
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
モ
ニ
タ
ー
で
、
パ
ネ
ル
や
展
示
ケ
ー
ス
で
紹
介
し
て
い
な
い
写
真
を
流
し
紹
介
し
た
。
中
で
は
、

郁
達
夫
の
八
高
時
代
の
肖
像
写
真
、
自
筆
の
「
自
述
詩
」、
郁
達
夫
の
姪
で
あ
る
郁
風
（
故
人
）
が
描
い
た
故
郷
の
山
水
絵
な
ど
は
、

非
常
に
貴
重
な
も
の
も
あ
っ
た
。（
全
二
十
コ
マ
、
約
五
分
）

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
の
よ
う
な
本
展
示
会
は
、
わ
ず
か
二
週
間
の
会
期
中
に
四
百
九
十
二
人
の
入
場
者
を
得
て
、
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
特

に
、
期
間
中
に
『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
五
年
十
月
四
日
・
朝
刊
）
と
『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
一
五
年
十
月
七
日
・
朝
刊
）
二
回
の
報
道

が
あ
り
、
来
場
者
の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
最
終
日
の
撤
回
作
業
中
に
、
駆
け
つ
け
て
き
た
来
客
も
居
た
。

　

し
か
し
、
本
展
示
会
の
準
備
す
る
時
間
の
短
さ
と
、
主
催
者
の
経
験
不
足
と
計
画
性
の
乏
し
さ
に
よ
る
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
に
置
い
て
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
に
、
森
正
夫

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
（
元
名
古
屋
大
学
副
総
長
）
を
含
め
、
来
場
者
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多
く
書
か
れ
て
、
主
催
者
の
励
み

に
な
る
。

　

ま
た
、
本
展
示
会
の
連
動
企
画
と
し
て
、
展
示
終
了
後
の
十
月
二
十
五
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時
、
名
古
屋
大
学
文
系
総
合
館
七

F
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、
高
文
軍
に
よ
る
「
中
国
人
作
家
・
郁
達
夫
　

入
学
百
周
年
～
旧
制
八
高
　

青
春
の
吟
詠
～
」
と
題
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す
る
講
演
会
は
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
本
展
示
会
の
好
評
を
う
け
て
、
会
期
終
了
後
の
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
二
月
二
十
日
（
土
）
～
五
月
十
九
日
（
木
）

の
三
ヶ
月
間
に
、
名
古
屋
市
中
央
図
書
館
（
鶴
舞
）
に
て
、
引
き
続
き
展
示
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』

N
．
二
七
一
の
「
部
局
ニ
ュ
ー
ス
」
に
、「『
中
国
人
作
家
・
郁
達
夫
八
高
入
学
百
周
年
』
記
念
行
事
を
開
催
」
と
題
し
て
掲
載
し
た
。

（
こ
う
・
ぶ
ん
ぐ
ん
　

桜
花
学
園
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
）

※
関
連
講
演
会

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
文
学
研
究
室
主
催
し
た
中
部
地
区
中
文
交
流
会

及
び
国
際
言
語
文
化
研
究
科
主
催
講
演
会

「
吟
じ
な
が
ら
独
り
行
き
―
郁
達
夫
の
名
古
屋
に
在
り
し
日
々
」

　
　

講
師
：
高
文
軍
（
桜
花
学
園
大
学
　

教
授
）

　
　

日
時
：
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
三
時

　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
十
月
二
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
四
時
三
十
分

本
講
演
の
内
容
は
、『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
二
十
九
輯
（
二
〇
一
五
年
十
二
月
）
に
掲
載
し
た
。
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展示室外

展示室の様子①展示室の様子③

展示室の様子②
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展示室の様子⑤

展示室の様子④

展示室の様子⑥
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展
示
ケ
ー
ス
①
「
沈
淪
」

展
示
ケ
ー
ス
②
「
沈
淪
」

展
示
ケ
ー
ス
③
「
沈
淪
」

展
示
ケ
ー
ス
④
「
沈
淪
」
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展
示
ケ
ー
ス
⑤
文
学
人
生
の
序
章

展
示
ケ
ー
ス
⑥
文
学
人
生
の
序
章

展
示
ケ
ー
ス
⑦
服
部
担
風
と
の
交
流

展
示
ケ
ー
ス
⑧
書
籍
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展
示
ケ
ー
ス
⑨
書
籍

展
示
ケ
ー
ス
⑩
書
籍

展
示
ケ
ー
ス
⑪
書
籍

展
示
ケ
ー
ス
⑫
郁
達
夫
研
究
書
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展示壁 郁達夫詩 郁達夫早期文学略表①

郁達夫早期文学略表②郁達夫詩キャプション
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展
示
書
籍

展
示
書
籍
『
沈
淪
』

展
示
書
籍
『
現
代
中
国
文
学
』

展
示
書
籍
『
八
高
一
覧
』
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展示書籍『郁達夫文集』①展示書籍『郁達夫文集』③

展示書籍『郁達夫文集』②展示書籍 郁達夫伝記、論ほか
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展
示
書
籍
『
郁
達
夫
資
料
』
全
五
冊

2015
年
出
版
し
た
研
究
書
『
郁
達
夫
と
名
古
屋
』

『
八
高
同
窓
会
名
簿
』
①

『
八
高
同
窓
会
名
簿
』
②
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展
示
書
籍
 中
国
語
版

展
示
フ
ァ
イ
ル
①

展
示
フ
ァ
イ
ル
②

展
示
フ
ァ
イ
ル
③
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サ
イ
ネ
ー
ジ
デ
ー
タ
①
卒
業
証
書

サ
イ
ネ
ー
ジ
デ
ー
タ
②
肖
像
２

サ
イ
ネ
ー
ジ
デ
ー
タ
③
自
筆
「
自
述
詩
」

サ
イ
ネ
ー
ジ
デ
ー
タ
④
郁
風
絵
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展
示
室
に
置
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト

来
客
メ
ッ
セ
ー
ジ
①

展
示
期
間
中
の
新
聞
報
道
①

来
客
メ
ッ
セ
ー
ジ
②
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展示期間中の新聞報道②

郁達夫詩①郁達夫詩②

郁達夫詩を揮毫した蔡毅南山大学教授
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